
26

一 前言

　《都名所图会》，是日本名所图会系列书中最早出版的一

部。与通常略显枯涩乏味的说明文书——地志不同，它

在编纂中注入了新鲜的血液，比如说有大量诗歌的引用。

所引之诗歌又广含和歌，俳句，汉诗等等。汉诗文在日本

文学地位上一直被视为高雅之作，故汉诗的引用在文学价

值上为名所图会增色不少，亦使其更耐人品味，因而值得

研究和考察。

二 所引汉诗文的分类

　 将《都名所图会》中出现的汉诗文统计分类如下：

　汉诗10首、对联11首。

　 其中，按出现在书中的位置分类：插图，汉诗5首；解

说文：汉诗5首，对联11首。

　 按照引用方法分类：直接引用：汉诗7首，对联11首；

间接引用：汉诗3首

　 描绘的主题分类：社寺：汉诗6首、对联11首 其余：

4首

三 汉诗文的作者

　诗文作者，提及姓氏名号的，日本诗人共九位：一休、

宽雅公、罗山子、高泉、千呆、即非、和克明、藤季纲。

中国诗人五位：贾岛、李白、杜牧、隐元、范仲淹。

　著者所处时代来看：江户之前的有：李白、贾岛、杜牧、

一休、和克明、范仲淹；江户时代的有：罗山子、木痷、

高泉、千呆、隐元、即非

　除以上诗人之外，还有一类诗人的存在，他们的作品没

有出现在名所图会之中，但他们的名号却被提及或者引用，

多数为中国的文人如：韦应物、王维、陆羽、苏轼等等。

这也足以说明汉文学在日本文学中的地位。

四  《都名所图会》中所引汉诗之鉴赏——以贾

岛之诗为例

　如上图所示图中诗文没有诗题，原诗题为贾岛做创《盐

池院观鹿》：“条峰五老势相连，此鹿从来若个边。别有野

麋人不见，一生长饮白云泉。”

　图中的诗文和景象可谓珠联璧合，但若从内容上看来，

却与原诗有几处出入，原诗为七言绝句，二句末位为“若

个边”，而图会中所记乃是“碧云洞”三字。推测作者是

为应其景而改之以作烘托吧！图文的诗句中还有一个明显

的讹误。分明是七言绝句，图诗第三句却只有 6字，缺

一个“别”字，此处只能推断为图会作者誊抄时的笔误。

尽管图诗既有缺字之误，又有篡改之嫌，但作者选诗之巧

妙，运用之精彩令人感叹。诗文之效在得其时，入其景，

能引起读者们共鸣和神思的就是佳作。

五 小结

　纵观都名所图会中引用之汉诗文，中国文人及其作品占

据大半天下，足见日本人对中国汉诗文的崇敬与喜爱之情。

且大部分所引之作能入情入景，引用无疑是成功的。日本

人佳作之引用，体现了江户时代日本文人的汉学水平已经

趋于成熟，汉文学不再是一个国家独享之物。      

　同在汉字文化圈成长起来的中国和日本，自古以来受到

汉字文化的洗礼和泽被。汉字文化是孕育两国文化共同的

土壤。汉诗文作为汉字文化的硕果之一，在这篇土壤上都

开出了瑰丽的花朵。

参考文献
竹井俊則　『日本名所風俗図会８（京都巻下）』　角川書店　
一九八一

沈 少康さんは、招聘研究員として、3 月 1 日から 20 日までの間、

非文字資料研究センターで研究を行いました。

《都名所图会》所引汉诗文之管窥
沈 少 康（中国 浙江工商大学）
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センター研究員
名　　　前 所属部局 職　　　名 研究班

福田　アジオ（センター長） 歴史民俗資料学研究科 教授 1,3
橘川　俊忠（副センター長/運営委員<編集担当>） 歴史民俗資料学研究科 教授 2,6
田上　繁（事務局長/運営委員<事務総括担当・編集担当>） 歴史民俗資料学研究科 教授 2
大里　浩秋（運営委員<研究会担当>） 外国語学研究科中国言語文化専攻 教授 1,5
北原　糸子（運営委員<ホームページ・データベース担当>） 立命館大学歴史都市防災研究センター 教授 4
金　貞我（運営委員<研究ネットワーク・資料担当>） 外国語学部国際文化交流学科 准教授 1,3
小熊　誠 歴史民俗資料学研究科 教授 1
貴志　俊彦 経営学部国際経営学科 教授 5
木下　宏暢 工学研究科電気電子情報工学専攻 教授 2
クリスチャン・ラットクリフ 外国語学部国際文化交流学科 助教 3
佐野　賢治 歴史民俗資料学研究科 教授 2

ジョン・ボチャラリ 歴史民俗資料学研究科
東京大学総合文化研究科超域文化科学専攻

非常勤講師
教授 3

孫　安石 外国語学研究科中国言語文化専攻 教授 5
津田　良樹 工学部建築学科 助教 2,6
能登　正人 工学研究科電気電子情報工学専攻 准教授 4
的場　昭弘 経済学部経済学科 教授 1
安室　知 歴史民俗資料学研究科 教授 2

研究協力者
川西　崇行 早稲田大学教育総合科学学術院 講師 4
君　康道 東京大学大学院総合文化研究科 講師 3
厳　明 獨協大学国際教養学部 特任教授 3
小松　大介 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 2
佐々木　長生 福島県立博物館 学芸課専門学芸員 2
高野　宏康 日本常民文化研究所 特別研究員 4
冨井　正憲 漢陽大学校建築学部 教授 5
富澤　達三 外国語学部国際文化交流学科 非常勤講師 1
中町　泰子 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 1
新国　勇 只見の自然に学ぶ会 代表 2
藤永　豪 佐賀大学文化教育学部 専任講師 6
フレデリック・ルシーニュ 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 2
本田　佳奈 元COE研究員（PD） 6
研究班： １ 非文字資料研究ネットワーク形成研究
 2 非文字資料発信システム研究『地域統合情報発信の開発』
 3 『マルチ言語版絵巻物による日本常民生活絵引』の編纂共同研究

 4 関東大震災の都市復興過程とそのデータベース化、並びに資料収集
 5 中国・韓国の旧日本租界
 6 持続と変容の実態の研究－対馬60年を事例として

大里　浩秋 戦前台湾在住日本人関係資料整理
小熊　　誠 東シナ海海域地域における非文字資料の比較研究
貴志　俊彦 戦前レコード歌謡のデータベース化
北原　糸子 日本災害史研究
橘川　俊忠 持続と変容の文化史
木下　宏揚 非文字資料の情報発信における情報検索、個人情報保護、著作権管理に関する研究
金　　貞我 日本近世絵画における風俗表現
佐野　賢治 民俗資料の文化資源化
孫　　安石 中国都市史研究―とくに上海を中心に
田上　　繁 非文字資料としての近世検地絵図の収集と解析
津田　良樹 海外神社跡地調査研究
能登　正人 非文字情報の収集と解析

2009 年度　個人研究課題一覧

2009 年度　センター研究員・研究協力者



28 29

・地域情報学　NL No.3 京都大学　東南アジア研究所

・�Center of Aquaculture Science and Technology for Bluefin 
Tuna and Other Cultivated Fish

近畿大学 21 世紀 COE プログラム
「クロマグロ等の魚類養殖産業支援研究拠点」

・牛方・ボッカと海産物移入　 胡桃沢勘司氏編著・寄贈　

・活動報告書　Vol.1　2007
・�Reports on Interdisciplinary Logical Reasoning Studies : 

Technical Report 1
・�Preliminaries and Backgrounds to the BAROCO-Research on 

Syllogistic Deductive Inference

慶応義塾大学グローバル COE プログラム
「論理と感性の先端的教育研究拠点」

・神女大史学　第 25 号 神戸女子大学史学会

・高麗美術館蔵品図録
・李朝染付（資料）

高麗美術館

・滋賀県立大学　人間文化学部研究報告　「人間文化」№ 23 〜 25 滋賀県立大学　人間文化学部

・ニューズレター№10 〜 11
・活動報告書　平成 16 年度ー平成 17 年度
・静岡大学　21 世紀 COE プログラム
  ナノビジョンサイエンス　画像技術の新展開

静岡大学 21 世紀 COE プログラム
「ナノビジョンサイエンスの拠点創成」

・穂積歌子日記　穂積重行編
・渋沢研究　創刊号〜 20 号

渋沢史料館

・島田市博物館年報 島田市博物館

・朝鮮通信使 Vol.20 〜 21 社団法人朝鮮通信使文化事業会

・西北民族研究 57〜 60 西北民族大学

・研究報告 千葉県立中央博物館

・民族語文 2008.2, 2008.4, 2008.5, 2008.6, 2009.1, 2009.2 中国社会科学院民族学与人類学研究所

・조선통신사　2008.9, 2008.12 朝鮮通信使文化事業会

・日本文学研究　第 40 号 帝塚山学院大学日本文学会

・SIMOT Research Center Newsletter No.30 〜 41 東京工業大学　21 世紀 COE プログラム
「インスティテューショナル技術経営学研究」SIMOT 事務室

・�グローバル C0Eプログラム「風工学・教育研究のニューフロンティア」（日
本語版・英語版）

・�グローバル C0E プログラム「風工学・教育研究のニューフロンティア」
ニューズレター10,19,20 号

東京工芸大学工学研究科風工学研究センター

・Wind Effects Bulletin Vol.9
・Wind Effects News Vol.18

東京工芸大学 21 世紀 COE プログラム
「都市・建築物へのウィンド・イフェクト」

・東京大学史料編纂所付属　画像史料解析センター通信第 41 〜 44 号 東京大学史料編纂所

・平成 15 年度〜 19 年度研究活動報告書 東京電機大学 21 世紀 COE プログラム
「操作能力熟達に適応するメカトロニクス」

・一神教の学際的研究　研究成果報告書 2007 年度
・CISMOR ワールドウォッチニュース（DVD）　宗教国家アメリカの現在
・JISMOR 神教学際研究 4（英語版、アラビア語版）
・�CISMOR 国際ワークショップ「『ヨーロッパ』という自己理解と一神教」

報告書（アラビア語版）
・CISMOR VOICE Vol.8
・一神教の学際的研究　（平成 15 年度〜平成 19 年度）
・�CISMOR 国際ワークショップ 2007「イスラームと西洋ーアメリカの外

交思想を検証する」
・�第 3 回ユダヤ学会議　「ユダヤ人の言語、隣接文化との歴史的習合」

報告書

同志社大学 21 世紀 COE プログラム一神教学際研究センター

福田　アジオ 民俗資料としての名所図会
ジョン・ボチャラリ 絵巻と民間信仰
的場　昭弘 欧州における非文字資料研究現状調査、非文字資料の活用の理論的研究
安室　　知 微地形の環境認識と景観に関する研究

クリスチャン・ラットクリフ
①中世における和歌の社会的価値と効用
②中世における蹴鞠の位置や意味
③芸能専門家としての飛鳥井家

研究課題 氏名（所属）
共同飲食の場で期待される占い菓子の役割
－石川県と長崎県内の正月習俗を事例として－ 中町　泰子（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）

モンゴル族における牧畜儀礼の一環としてのオボー祭祀 那仁　 力格（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
中国少数民族納西族および回族の
現代における民俗文化についての研究 高倉　健一（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）

東西にみる道祖神の現状 鈴木　英恵（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
山東省における医食同源の役割 李　利（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）

タイトル 発行所

・「歩み」と「走り」の身体伝承 青森県立郷土館

・Printing Museum News No.30 〜 32 印刷博物館

・図書館・博物館報　書香　25 号 大谷大学博物館学課程

・かいじあむ通信 kai 第 11 号 かいじあむ山梨県立博物館

・DO DO World ニュース 株式会社　道祖神

・文環研レポート第 26 〜 27 号
・Cultivate　№ 32 〜 33

株式会社　文化環境研究所

・東アジア文化交渉研究　創刊号
・東アジア文化交渉研究　別冊 1
・ニューズレター　№1（日・英・中・韓　各1 冊）
・第二回国際シンポジウム　文化交渉学の構築Ⅰ
　　　　　　　　—‘西学東漸’と東アジアにおける近代学術の形成—

関西大学文化交渉学教育研究拠点 ICIS

・九州産業大学　柿右衛門様式陶芸研究センター論集　第 4 号
・ニューズレター№12

九州産業大学柿右衛門様式陶芸研究センター

・水素利用機械システムの統合技術　最終成果報告書（15 〜 19 年度） 九州大学 21 世紀 COE プログラム「水素利用機械システムの統合技術」

・成果報告書　平成 15 年度ー平成 19 年度 九州大学 21 世紀 COE プログラム
「感覚特性に基づく人工環境デザイン研究拠点」

・漢字と文化　漢字文化の全き継承と発展のために　第 12 号 京都大学人文科学研究所内　COE 拠点事務局

・漢字文化研究年報　第三輯
・漢字と文化　漢字文化の全き継承と発展のために　第 12 号
・漢字文化の全き継承と発展のために　報告書
・オープン・フォーラム「漢字文化の今 5」報告書

ー漢字文化の継承と発展ー

京都大学 21 世紀 COE プログラム
「東アジア世界の人文情報学研究教育拠点」

・ニューズレター №19,20
・年次報告書 5
・市民社会と責任

京都大学大学院法学研究科 21 世紀 COE プログラム
「21 世紀型法秩序形成プログラム」

受贈資料一覧（書籍・雑誌）（2008 年 4月～2009 年 6月）

2009 年度　奨励研究者決定




